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令和８年南伊豆町議会３月定例会の開会にあたり令和７年 12 月 

定例会以降の主な事項について行政報告を申し上げます。 

 

１ 第 26 回静岡県市町対抗駅伝競走大会 

令和７年 12 月６日、恒例の静岡県市町対抗駅伝競走大会が開催さ

れ、本町代表選手 12 名は晴天の静岡路で日頃の練習の成果をいかん

なく発揮し、南伊豆町のたすきを繋いでくださいました。 

第 26 回となる今回の大会は、春をも感じさせるような暖かな晴天

のもと、市の部 25 チーム、町の部 12 チームの合計 37 チームで争わ

れ、静岡県庁から草薙陸上競技場までの 42.195 キロメートル、12

区間で競われました。 

本町選手団は、かねてからの目標である２時間 30 分を切ることを

目指し、７月３日から 12 月４日までの約半年間の練習に励んでまい

りました。 

結果としましては、惜しくも入賞は逃しましたが、昨年の記録を

上回る２時間 30 分 53 秒と、念願の目標タイムである２時間 30 分に

は約 1 分にまで迫り、昨年の記録を上回る記録となり、町の部では

９位の成績となりました。 

中でも、第１区を走った日本体育大学柏高校３年の遠藤雫さんは
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トップと 16 秒差の 12 分 02 秒で区間第２位、第８区を走った南伊豆

中学校３年の横田明澄さんが 11 分 36 秒で区間第３位の大健闘を見

せていただきました。 

本年も髙野代表、笠井監督を始めとする駅伝スタッフの皆様や、

選手の皆様のご努力、それを支えるご家族の皆様の一方ならぬご支

援により、選手それぞれが素晴らしい走りをいたしました。 

この場をお借りして感謝を申し上げます。 

また、練習期間から大会当日まで多くの町民の皆様に応援をして

いただきましたことに対しましても心よりお礼申し上げます。 

 

２ 令和８年南伊豆町二十歳の集い 

１月 11 日、本年度 20 歳の節目をお迎えになる方々をお祝い 

するとともに、それぞれが大人としての責任と自覚を認識して 

いただくことを目的として「令和８年南伊豆町二十歳の集い」を 

開催しました。 

本年の対象者は 67 名で、凛々しいスーツや袴姿、華やかな振袖姿

に身を包んだ 49 名の方々を、来賓の皆様、保護者の皆様とともにお

祝いをさせていただきました。 

式典には静岡県議会議員、南伊豆町議会議長及び副議長、南伊豆
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中学校及び南伊豆東中学校それぞれの恩師を来賓としてお招きし、

それぞれにこころ温まるお祝いと激励のメッセージをいただき、参

加者を代表し、南伊豆東中学校出身の杉本遥さんがお礼の言葉を述

べました。 

本年 20 歳を迎えられる皆様は、中学３年生の時に新型コロナウイ

ルス感染症による一斉休校などを経験するなど、多くの制約の中で

不安な中学校生活を送らざるを得なかったことなどが恩師から語ら

れ、皆一様に不安だった当時を思い出す場面もありました。 

式典終了後には、久しぶりに再会した友人との会話を楽しんだり、

友人や家族と写真を撮るなどして、晴れの日の記念を祝う姿があち

こちで見られ、20 歳の節目となる日に故郷「南伊豆町」への思いも

深まる機会となったのではないかと思料いたします。 

 

３ 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について 

 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金は、エネルギー・食料

品価格の高騰の影響を受けた生活者や事業者の支援を通じた地方創

生を図ることを目的としたもので、本町への交付額は食料品特別加

算分 3,355 万円を含む１億 6,557 万 8,000 円でありまして、先の町

議会第１回臨時会において議決いただいた令和７年度一般会計補正
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予算（第９号）並びに本定例会で御審議いただく令和８年度一般会

計予算に関係事業費を計上しております。 

令和７年度一般会計補正予算（第９号）では、「物価高騰対策みな

みいず地域振興商品券」事業に関する予算を計上し、町民の皆様に

２万 2,000 円分の商品券を３月中にお届けする予定としており、４

月の使用開始に向け準備を進めております。 

また、令和８年度一般会計予算には物価高騰の影響を受ける社会

福祉事業者に対する支援給付金を、町内の小規模事業者に対しては

事業継続支援補助金を計上し、物価高騰に苦しむ町民の皆様と町内

事業者の一助となるよう取組みを進めてまいります。 

 

４ 商工・観光振興の取り組み 

(1) ふるさと寄附の状況 

令和７年 12 月末現在のふるさと寄附の状況は、前年に比べ寄附件

数は 30 件の減少となりましたが、寄附金総額は２億 5,282 万 3,400

円と前年同期に比べ 2,046万 5,600円、8.8％の増となっております。 

寄附件数が減少する一方で、寄附額が増加した要因といたしまし

ては、寄附の受入口となるポータルサイトを増やしたことにより、

宿泊券や体験券などの寄附単価の高い新たな返礼品の需要が増加し
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たことに加え、本年度新たに開発した返礼品 63 件に対し 1,000 万円

以上の寄附が集まったことによるものです。 

今後も、魅力ある返礼品の創出やソーシャルメディアの活用など、

実効性の高い広報活動の推進により、引き続き寄附額拡大に向け努

めてまいります。 

 

(2) みなみの桜と菜の花まつり 

「第 28 回みなみの桜と菜の花まつり」が２月１日から開催されて

おります。 

今年は例年にない早さで桜の開花が進み、２月当初に２分咲き、

中旬には早くも満開を迎え、現在では散り始めの樹木も散見される

ようになりましたが、同じく開花が早かった日野の菜の花畑は現在

も見頃が続いております。 

まつり初日が河津町より６日早かったこともあり、開催当初から

多くの花見客が姿を見せ、咲き誇る桜並木と菜の花畑を思い思いに

散策し早春の南伊豆を満喫しておりました。 

本年度は日中の各種イベントに加え、夜桜をテーマとしたイベン

トにも注力し、恒例の「夜桜ライトアップ」、「夜桜竹灯り」に加え、

桜の枝に装飾を施しグレードアップした「桜トンネルイルミネーシ
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ョン」のほか、町制施行 70 周年記念事業としての「夜桜流れ星」も

今週末に予定されており、日中とは趣を異にした幻想的な雰囲気を

醸し出すことで、来訪者の宿泊や滞在時間の延長に寄与していると

ころでもあります。 

天候にも恵まれ、今回も昨年を上回る来訪者が期待できる状況で

ありますので、まつり終了まで関係各位の更なる御尽力と御協力を

お願い申し上げます。 

 

(3) 観光施設の入込状況 

令和７年１月から 12 月までの町内観光施設の入込み状況は別表

のとおりでありますのでご確認をお願いいたします。 

分野別では主要観光施設で 171,159 人、前年対比で 98.2％となり

宿泊施設では 128,494 人で前年比 103.4％、温泉施設では 85,108 人

で前年対比 103％と主要観光施設以外では前年を上回りました。 

 

以上で、令和８年３月定例会の行政報告を終わります。 
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別  表  

 

 

 

観光施設等の入込状況  
（単位：人、％）  

区    分  令和７年  令和６年  前年比  

主
要
観
光
施
設 

石廊崎遊覧船  20,672 16,552 124.9 

伊豆下田ＣＣ  9,153 10,241 89.4 

波勝崎モンキーベイ 9,239 8,577 107.7 

一条竹の子村  515 571 90.2 

石廊崎オーシャンパーク 131,580 138,430 95.1 

小 計  171,159 174,371 98.2 

宿
泊
施
設 

民宿  12,325 12,898 95.6 

旅館・ホテル等  116,169 111,395 104.3 

小 計  128,494 124,293 103.4 

温
泉
施
設 

銀の湯会館  67,417 64,273 104.9 

みなと湯  17,691 18,381 96.2 

小 計  85,108 82,654 103.0 

合   計  384,761 381,318 100.9 


